

































また，常田（2007）は 2 ヶ月から 9 ヶ月
の母子の自然遊び場面の観察から， 4 ヶ月
児には対象物から母親への視線移動に情動表










































































































類（0 ～ 3 ヶ月齢児用，4 ～ 6 ヶ月齢児用，
1 歳児用， 2 歳児用）を作成した。
























① 6 場面得点−すべての母親の 6 場面それぞ
れについて 4 種類のミラーリング行動得点




②月年齢を， 3 ヶ月齡（ 3 ヶ月健診受診者　　
155名），6 ヶ月齡（ 6 ヶ月健診受診者141名），
18ヶ月齡（ 1 歳半健診受診者135名），24 ヶ
月齡（ 2 歳 3 ヶ月健診受診者115名）のグルー
プに分けた。
③場面と発達の差異との関連性を検討するた





得点｣ ｢おむつ得点｣ ｢着替え得点｣ ｢入浴得
点｣ ｢遊び得点｣）と月年齢グループ（対応な






あった。以上の結果を表 1 と図 1 に示す。
次に交互作用の解釈をするため，それぞれ
の要因の単純主効果の検定を行った結果，






























































表 1．月年齢別場面ミラーリング得点の平均と標準偏差（ 2 要因分散分析）
起床得点 食事得点 おむつ得点 着替え得点 入浴得点 遊び得点 F







（.90） （1.11） （1.05） （1.06） （.96） （.93）
6 ヶ月齡 5.23 5.02 5.00 5.03 5.25 5.40
（.76） （.96） （.88） （.89） （.81） （.72）
18 ヶ月齡 5.07 5.07 4.94 5.14 5.14 5.29
（.85） （.85） （.90） （.84） （.74） （.74）
24 ヶ月齡 5.12 5.00 4.90 5.16 5.15 5.20
（.79） （.78） （.86） （.82） （.67） （.79）






3 ヶ月児 6 ヶ月児 18 ヶ月児 24 ヶ月児
起床 —— 食事 .000 .000 .923 .066
—— おむつ .000 .000 .039 .001
—— 着替え .000 .000 .191 .478
—— 入浴 .000 .819 .230 .588
—— 遊び .085 .001 .000 .119
食事 —— 起床 .000 .000 .928 .066
—— おむつ .133 .757 .023 .124
—— 着替え .000 .824 .231 .008
—— 入浴 .000 .000 .332 .024
—— 遊び .000 .001 .000 .002
おむつ —— 起床 .000 .000 .039 .001
—— 食事 .133 .757 .023 .124
—— 着替え .006 .527 .000 .000
—— 入浴 .026 .000 .002 .000
—— 遊び .000 .001 .000 .000
着替え —— 起床 .001 .000 .191 .478
—— 食事 .000 .824 .231 .008
—— おむつ .006 .527 .000 .000
—— 入浴 .950 .000 .893 .855
—— 遊び .000 .001 .006 .465
入浴 —— 起床 .001 .000 .230 .588
—— 食事 .000 .819 .332 .024
—— おむつ .026 .000 .002 .000
—— 着替え .950 .000 .893 .855
—— 遊び .000 .001 .002 .333
遊び —— 起床 .085 .001 .000 .119
—— 食事 .000 .000 .000 .002
—— おむつ .000 .000 .000 .000
—— 着替え .000 .000 .006 .465
—— 入浴 .000 .001 .002 .333






























































































た 9 ～ 12 ヶ月齢児の母親のミラーリングを
調査し，ミラーリングの変化の過程をより詳
―	111	―
母親の乳幼児に対するミラーリングの横断的検討（井手　裕子）
細に検討することが望まれる。
また，母親が実際にミラーリングをどのよ
うに行っているかを調査するために，縦断的
な母子観察によって，変化の道筋を探ること
も課題であると考える。
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